
JICA草の根技術協力事業

「ベトナム国ドンナイ省におけるものづくり人材育成事業」

ベトナムは2020年までの工業国化を目指し、職業訓練の規模拡大を国家目標のひ

とつとしています。同時に生産分業適地として多くの日系ものづくり中小企業が進出

をしています。そのような中、生産現場における有能なワーカーやテクニシャンクラ

スの人材確保が課題となっており、現地に進出する日系ものづくり中小企業のニーズ

に基づくものづくり人材育成が求められています。

当事業では、上記のニーズに応えるため、現地の技術者養成の中核を担う、職業訓

練機関をモデル校として、そのカリキュラムの改善と教員の指導能力向上を目指しま

す。

なお、対象地域であるドンナイ省は、関西地域とベトナムの経済発展促進を目指し、

近畿経済産業局が同省人民委員会と協力文書を締結している地域であり、関西として、

ドンナイ省の工業団地での関西の中小企業裾野産業集積モデルの形成を目指すととも

に、当事業も含め、産業人材育成・供給についても取り組み始めています。

事業概要
【事業名】草の根技術協力事業（地域経済活性化特別枠）

「ベトナム国ドンナイ省におけるものづくり人材育成事業」

【実施期間】2014年7月～2017年3月

【実施体制】提案自治体：大阪府
実施団体：公益財団法人太平洋人材交流センター（PREX）
協 力：近畿経済産業局（近畿地域中小企業海外展開支援会議）
ドンナイ省実施責任者：ドンナイ省工業団地管理局（DIZA)

【プロジェクト目標】
ドンナイ省内のモデル職業訓練機関※において、日系企業のニーズに対応した教育カリキュラムを、
適切にかつ継続的に実施できる体制の構築
※ロンタイン・ヌンチャック職業訓練短大、ラックホン大学の2校

【活動内容】
①モデル校の課題と現状の確認 ――事前調査
②モデル校と現地日系企業との連携強化

――現地日系企業との定期的な相互交流、本邦研修での企業との交流
③モデル校のカリキュラムの改善 ―― 事前調査、専門家派遣・本邦研修での改善策の検討・指導
④モデル校の教員の指導能力の改善

――大阪府内の工科高等学校、職業訓練機関の事例紹介および試行、専門家派遣による指導



事業スキーム 今回の事業に関する体制及び事業フロー

■お問い合わせ http://www.prex-hrd.or.jp/

〒543-0001 大阪市天王寺区上本町8-2-6 大阪国際交流センター2階
■TEL：+81-6-6779-2850 ■FAX：+81-6-6779-2840
■E-mail： setoguchi@prex-hrd.or.jp
■お問い合せ：公益財団法人太平洋人材交流センター（PREX）瀬戸口

【お問い合わせ】
大阪府商工労働部成長産業振興室立地・成長支援課 山田
■TEL：+81-6-6210-9503 
事業内容担当：大阪府商工労働部中小企業支援室ものづくり支援課 領家
■ TEL：+81-6-6748-1066

作成：2015年3月3日

2014年度：
事前調査

2015年度：
カリキュラム構成、

模擬現場内容企画、教員指導

2016年度：
実地指導、

カリキュラム試行

■モデル校・ドンナイ省
・ ロンタイン・ヌンチャッ

ク職業訓練短大
・ラックホン大学

■専門家
・大阪府立大学高専准教授

土井智晴

・大阪府立淀川工科高校
非常勤講師 木村千良

・大阪府商工労働部参事
領家誠

■実施団体：
（公財）太平洋人材交流センター 現地に進出している

日系ものづくり中小企業

高専・工業高校
レベルのカリキュラム
（機械・電気、電子）

協力企業の開拓と企画

就職

事業計画 ３ヵ年をかけて、現地教育機関でのテクニシャン養成と日系も
のづくり中小企業への人材輩出の仕組みづくりを行います

交流スキームの構築
（事業推進委員会等での

連携、交流）

DIZA

• 安全体験室

• ベトナムでの
事故例を反映

• 模擬生産
ライン現場

• 安全体験室

• ｢模擬生産ラ
イン現場｣

• 日系中小企
業の現場での
取り組み

• 日本企業が
求める人材像
（企業経営
者・幹部の
講和）

企業講和 3S／5S

安全教育
日本語教

育

【カリキュラムのイメージ】

※座学(理論)と模擬現場/体験室(実践)とを組み合わせて展開します。

http://www.prex-hrd.or.jp/
http://www.prex-hrd.or.jp/

